
平成 31 年 4 月 1 日 ←最終的に文字を白に変更 

-1- 

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

3/27現在 

父島 

29.2/100 

母島  

40.9/100 

 

2 月気象状況    （父島） 

最高気温   24.9℃ 

最低気温   13.1℃ 

平均気温   19.8℃ 

平均湿度   72％ 

月降水量   24mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（3/1） 

             2,642人 

             父島      母島                

  人口      2,171人   471人 

  世帯      1,224    281 
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①航空路開設の推進

②世界自然遺産地として自然環境の保全と活用を図るための施策の推進

③小笠原の特色を活かした産業の振興

④良好な生活環境のための生活基盤整備及び災害に備える防災基盤整備の充実

⑤村民の安心と次世代の人材育成に向けた保健、福祉、医療、教育の充実

●会計別予算額

金額（千円） 構成比（%） 前年比（千円）

4,497,764 76.8 297,003

337,755 5.8 187,853

488,556 8.3 ▲ 270,498

4,474 0.1 53

74,374 1.3 6,761

185,052 3.2 11,978

218,913 3.7 ▲ 61,254

26,564 0.4 3,305

24,671 0.4 ▲ 1,792

5,858,123 100 173,409

国民健康保険特別会計

平成31年度予算につきましては、第4次小笠原村総合計画及び、次期小笠原諸島振興開発計画に盛り込むべき事業を中心として、

【重点項目】

以下の事項を重点施策として予算編成を行いました。

一般会計

　一般会計は、総額44億9,776万4千円で、前年度当初予算（42億76万1千円）と比較すると2億9,700万3千円、7.0％の減となっていま
す。

後期高齢者医療特別会計

合 計

簡易水道事業特別会計

宅地造成事業特別会計

介護保険（保健事業勘定）特別会計

介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計

下水道事業特別会計

浄化槽事業特別会計

平成 31 年度 小笠原村の予算

平成31年度一般会計歳入予算

歳入

4,497,764千円

村税

479,942千円

（10.7％）
国有提供施設等

所在市町村交付金

105,017千円（2.3％）

使用料及手数料

281,622千円（6.3％）

分担金負担金

8,491千円（0.2％）

地方譲与税等

73,073千円（1.6％）

地方交付税

1,412,941千円

（31.4％）都支出金

1,047,410千円

（23.3％）

村債

283,800千円

（6.3％）

平成31年度一般会計歳出予算

歳出

4,497,764千円

総務費

1,295,507千円

（28.8％）

民生費

713,138千円

（15.9％）

衛生費

1,235,841千

円

（27.5％）

【歳入の主な増減（前年度比）】

●村税（2.3%の増）

前年度の課税実績から個人住民税、固定資産税、軽自動車税等の増額を

見込み、10,632千円の増額となっています。

●地方交付税（2.5%の減）

すべての自治体が一定水準の行政サービスを行えるよう国が交付するも

のです。国の地方財政収支見込から、前年度より35,584千円の減額となっ

ています。

●使用料及手数料（1.5%の減）

インターネット使用料、診療所収入等の収入見込により4,382千円の減額

となっています。

●国庫支出金（46.0%の増）

児童福祉施設整備費、道路整備費等の増により、117,728千円の増額と

なっています。

●都支出金（16.1%の増）

総務費都補助金、市町村土木費補助金の増額があり、145,627千円の増額

となっています。

●繰入金（133.2%の増）

歳入不足を補うための財政調整基金繰入金からの繰入は、渇水対策に係

る簡易水道事業特別会計への繰出金の影響もあり129,027千円の増額、用地

を取得するための土地開発基金から45,116千円の繰入を行うこともあり、

177,742千円の増額となっています。

●村債（28.4%の減）

村が施設建設や大規模事業を行う際に、財政上必要とする資金を外部か

ら借り入れる資金で、今年度は、臨時財政対策債66,000千円に加え、児童

福祉施設整備債22,500千円、看護師宿舎整備債121,000千円、観光施設整備

債7,100千円、道路整備債67,200千円を計上しており、前年との比較では、

防災行政無線更新の完了による減が大きく、112,500千円の減額となってい

ます。

【歳出の主な増減（前年度比）】

●総務費（13.1%の減）

主に行政運営に必要な経費です。新規事業の小笠原航路代替船建造費補

助、用地買収の増額がありますが、防災行政無線更新工事の終了による減額

が大きく、前年度より195,518千円の減額となっています。

●民生費（7.6%の増）

障がい者、高齢者、児童福祉等のための経費です。児童福祉施設整備の

増額、国民健康保険特別会計への繰出金の増額が大きく、前年度より50,490

千円の増額となっています。

●衛生費（20.6%の増）

保健衛生や環境対策、ごみ処理等のための経費です。地域し尿処理施設

整備の減額もありますが、簡易水道事業特別会計への繰出金の増額が大きく、

前年度より210,807千円の増額となっています。

●農林水産業費（7.9%の増）

農業及び水産業振興のための経費です。山村離島振興施設整備事業補助完

了による減額もありますが、漁業振興施設整備事業補助金の増額により、前年

度より6,596千円の増額となっています。

●商工費（8.3%の増）

商工業、観光事業のための経費です。島じまん事業等観光宣伝事業の減

額もありますが、園地整備事業による増額もあり、前年度より10,577千円

の増額となっています。

●土木費（154.4%の増）

道路建設や公園整備、まちづくりのための経費です。父島の大根山公園

管理棟改修の完了による減額はありますが、振興開発事業による村道整備

費用の増額、村単独事業による村道改修工事の増額もあり、前年度との比

較では210,807千円の増額となっています。

●消防費（31.2%の増）

主に消防団に要する経費で、母島における上級救命講習の完了による減

額はありますが、母島の可搬式ポンプの更新による増額が大きく、前年度

より3,791千円の増額となっています。

●教育費（16.0%の増）

教育の充実やスポーツ・文化の振興のための経費で、小中学校施設管理

経費の減額はありますが、父島・奥村運動場等の社会体育施設経費の増額が

大きく、前年度との比較では37,262千円の増額となっています。

国庫支出金

.373,641千円

（8.3％）

その他

73,995千円

（1.7％）

議会費

66,055千円

（1.5％）

農林水産業費

90,051千円

（2.0％）

商工費

137,993千円

（3.1％）

土木費

347,296千円

（7.7％）

消防費

15,956千円

（0.3％）

教育費

270,628千円

（6.0％）

公債費

237,838千円

（5.3％）

その他

87,461千円

（1.9％）

繰入金

311,227千円

（6.9％）

財産収入

45,304千円

（1.0％）
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◎
父
島 

現
在
父
島
で
は
ダ
ム
の
貯
水
率
が
30
％
を
切
っ

て
お
り
ま
す
が
、
扇
浦
で
海
水
淡
水
化
装
置
を
２
台

稼
働
し
て
お
り
、
水
道
使
用
量
の
約
半
分
と
な
る
日

量
３
０
０
㎥
を
補
充
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月
・

３
月
は
皆
様
の
節
水
協
力
に
よ
り
例
年
と
比
べ
約

20
％
の
使
用
量
が
削
減
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
７
月
末
ま
で
は
ダ
ム
水
が
確
保
で
き
る
試
算
と

な
り
ま
す
。 

装
置
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
父
島
と
母
島
を

合
わ
せ
る
と
約
一
億
円
の
莫
大
な
経
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
稼
働
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
状

況
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
決
断
を
し
て
い
る
こ
と

に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

６
月
以
降
も
更
に
渇
水
が
続
く
よ
う
な
非
常
事
態

と
な
っ
た
場
合
は
、
７
月
上
旬
に
東
京
都
か
ら
海
水

淡
水
化
装
置
２
０
０
㎥
／
日
が
追
加
導
入
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
海
水
淡
水
化
装

置
で
使
用
量
の
90
％
程
度
を
賄
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

村
民
の
皆
様
の
生
活
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
、
事
前
準
備
と
取
る
べ
き
対
応
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
今
回
の
渇
水
に
つ
い
て
も
確
実
に
乗
り
切
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
節
水
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
母
島 

母
島
で
は
、
海
水
淡
水
化
装
置
の
稼
働
に
向
け
て

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 

処
理
流
量
50
㎥
／
日
の
海
水
淡
水
化
装
置
を
借
り

入
れ
ま
す
。
海
水
淡
水
化
装
置
は
３
月
２
２
日
東
京

発
の
お
が
さ
わ
ら
丸
で
運
搬
、
自
家
用
発
電
機
は
３

月
25
日
父
島
発
の
は
は
じ
ま
丸
で
運
搬
し
、
４
月
６

日
か
ら
海
水
淡
水
化
装
置
を
稼
働
す
る
予
定
で
す
。

海
水
淡
水
化
装
置
を
稼
働
し
ま
す
が
、
水
不
足
が
深

刻
な
状
態
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
節

水
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

２
―
３
１
１
５ 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

    

こ
の
ほ
か
の
施
設
は
巻
末
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

 

◎
村
役
場
・
母
島
支
所 

 

村
民
課
住
民
係
、
財
政
課
税
務
係
、
母
島
支
所
の

各
窓
口
で
は
５
月
３
日
に
証
明
書
交
付
に
限
り
臨
時

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

【
日
時
】
５
月
３
日
（
金
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
～

５
時
15
分 

【
交
付
可
能
な
証
明
書
】 

○
住
民
票
の
写
し
（
広
域
交
付
を
除
く
） 

○
戸
籍
証
明
書 

○
印
鑑
証
明
書 

○
居
住
証
明
書 

○
税
関
係
証
明
書 

な
お
、
転
入
・
転
出
の
お
届
け
、
国
保
・
年
金
・

介
護
他
の
お
届
け
、
税
に
関
す
る
お
届
け
や
相
談
、

税
や
保
険
料
の
支
払
い
は
で
き
ま
せ
ん
。 

※
Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
婚
姻
届
等
の
戸
籍
の
お
届
け
を
予

定
し
て
い
る
方
は
大
切
な
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
村
民
課
住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

◎
父
島
・
母
島
診
療
所 

【
医
科
】
※
父
島
・
母
島
共
通
で
す
。 

《
実
施
日
》
５
月
２
日
（
木
・
祝
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

母
島
診
療
所 

《
受
付
時
間
》 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

こ
れ
ま
で
の
渇
水
対
策
と 

 
 

今
後
の
対
策
に
つ
い
て 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の 

 

窓
口
に
つ
い
て 

予算（千円） 予算（千円）

１．居住 43,723 １．農地確保 14,562

２．景観形成 401 ２．農業経営基盤強化 6,401

３．交通 127,220 ３．水産資源保全 23,255

４．エネルギー利用 257 ４．漁業経営安定化 40,999

予算（千円） ５．資源循環・廃棄物処理 196,434 ５．観光振興 111,535

１．自然環境保全・利用 22,790 ６．生活基盤施設 972,727 ６．商工業振興 8,853

２．環境教育 19,179 ７．消防・防災 42,401 ７．おもてなし 5,813

予算（千円） 予算（千円） 予算（千円）

１．健康づくり 49,985 １．学校教育 100,537 １．行政経営 100,664

２．子育て支援 96,791 ２．生涯学習 51,856 ２．協働 8,131

３．高齢者・障害者福祉 292,291 ３．歴史・文化 3,584 ３．国境離島 298

４．地域福祉 124,286 ４．硫黄島 55,816

５．医療 599,411

第４次小笠原村総合計画　平成31年度予算反映状況
　小笠原村では、小笠原村総合計画条例に基づき、総合的かつ計画的なまちづくりを推進するために第４次小笠原村総合計画を策定し、総合
計画に示した将来像の実現に向けて事業展開を図っています。第４次小笠原村総合計画で定めた施策体系別の平成31年度予算の反映状況は次
のとおりです。
　将来像や目標像の実現に向けて、各分野における施策と予算を効果的に関連付けて総合計画の着実な進行を図ります。

総務課企画政策室　２－３１１１

（２） 都市・防災
しなやかな強さが暮らしの安定を守る村

（３） 産業
特色ある産業で人々の心を潤す村

（１） 環境共生
つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村

重点プロジェクト 重点プロジェクト 重点プロジェクト

○外来種侵入・拡散防止に向けた普及啓発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　（26,008千円）

○島外交通アクセス改善ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（102,549千円）
○安全・安心の暮らしに向けた防災対策ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　（26,296千円）
〇安心して住み続けられる住環境づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
　（387千円）

○地域ブランド力による観光客満足度向上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ
ﾄ
　（57,306千円）

○安全性・専門性を確保した医療・福祉サービス
　体制構築ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（0千円）
○子育て支援環境づくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（45,110千円）

○確かな学力定着ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（14,207千円） ○村民・行政が一体となって取り組む自主・自立
の
　むらづくりﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（6,082千円）

（４） 医療・福祉
こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村

（５） 教育・文化
学び合う心が自立する力を育てる村

（６） 地域経営
信頼に応え進化し続ける村

重点プロジェクト 重点プロジェクト 重点プロジェクト

分野別目標像と施策体系
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【
歯
科
】※
父
島
の
み
予
約
制
。母
島
は
休
診
期
間
。 

《
実
施
日
》
５
月
２
日
（
木
・
祝
） 

歯
科
は
事
前
に
電
話
等
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

急
患
の
場
合
は
８
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
の
受
付

で
対
応
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

    

４
月
１
日
よ
り
、
情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
方
法
を
事

前
予
約
制
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

今
後
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
情
報
セ
ン

タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
際
に
は
電
話
で
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係 

２
―
３
１
１
１ 

   

◎
平
日
の
始
発
便
の
ご
利
用
に
つ
い
て 

 

平
日
の
始
発
便
（
午
前
７
時
20
分
小
港
海
岸
発
午

前
７
時
40
分
村
役
場
前
着
）
は
、
児
童
・
生
徒
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
代
替
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

近
年
扇
浦
以
南
の
地
域
の
人
口
増
加
も
あ
り
、

始
発
便
を
利
用
す
る
児
童
・
生
徒
の
数
が
急
増
し
て

い
ま
す
。 

 

当
該
地
域
の
児
童
・
生
徒
の
登
校
の
確
保
と
利
用

実
態
の
調
査
の
た
め
、４
月
１
０
日
よ
り
当
面
の
間
、

臨
時
の
措
置
と
し
て
バ
ス
車
両
の
後
続
に
村
役
場
職

員
が
運
転
す
る
庁
有
車
両
が
随
行
し
、
バ
ス
車
両
が

満
員
の
場
合
に
乗
り
き
れ
な
い
児
童
・
生
徒
を
搬
送

し
ま
す
。 

一
般
島
民
・
観
光
客
の
皆
様
は
通
常
ど
お
り
バ
ス

車
両
に
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。 

 

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

    

【
平
成
30
年
度
実
施
結
果
】 

○
面
的
調
査
・
滑
走
路
掘
削
立
会 

 
平
成
30
年
６
月
11
日
～
平
成
31
年
２
月
13
日

に
か
け
て
15
日
間
程
度
の
派
遣
を
13
回
実
施 

※
２
月
13
日
以
降
は
渇
水
の
影
響
に
よ
り
す
べ
て

中
止
。 

〇
収
容
派
遣 

              

本
年
度
中
に
収
容
さ
れ
た
ご
遺
骨
42
柱
は
、
第
４

回
収
容
派
遣
団
と
と
も
に
内
地
に
帰
還
し
、
２
月
14

日
に
執
り
行
わ
れ
た
「
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式

（
会
場
：
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
）」
に
お
い
て
、
政

府
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

村
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
、
本
事
業
へ
最
大

限
の
協
力
を
す
る
と
と
も
に
、
事
業
が
よ
り
実
り
多

き
も
の
に
な
る
よ
う
、
厚
生
労
働
省
及
び
日
本
戦
没

者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
（
※
）
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

         

  

【
実
施
日
程
】
４
月
17
日
（
水
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

     

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
４
月
26
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

    

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。
※
予
約
が
必
要
で
す 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

硫黄島（天山）における現地追悼式 ご遺骨を捧持し、千鳥ヶ淵戦没者墓苑

に向かう 

※日本戦没者遺骨収集推進協会 

平成 28年 11月から厚生労働省の指導監督の下、民間団体の協力を得ながら先の大戦での日本人

戦没者の遺骨に関する情報の収集及び収骨収集を実施するために設立された一般社団法人 

  

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

 

電
話
に
よ
る 

 

無
料
法
律
相
談 

  

事前 

予約申込 

必要 

 

 

東
京
三
弁
護
士
会 

に
よ
る
法
律
相
談 

  

事前 

予約申込 

必要 

 

滑走路下地下壕①の様子 

（第 4回収容派遣） 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
収
集 

 

帰
還
事
業
報
告 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
利
用
方
法
の 

変
更
に
つ
い
て 

派遣期間 収容柱数

第1回 平成30年６月27日～７月11日 29柱

第2回

第3回 平成30年11月28日～12月12日 ６柱

第4回 平成31年１月30日～２月14日
７柱

(合計42柱）

※火山性地震の影響により中止
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無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
11
日
（
木
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
４
月
10
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時
》 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く
） 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

    
 

                      

   

保
護
者
や
地
域
の
方
に
、
学
校
で
の
児
童
生
徒
の

生
活
や
授
業
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
日
曜
学
校
公
開
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
観
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
４
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時
15
分
～
午

後
２
時
35
分 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
小
中
学
校
３
―
２
１
８
１
～
２ 

    
【
日
時
】
４
月
29
日
（
月
）
午
後
５
時
30
分
～
９

時
頃
（
雨
天
時
は
４
月
30
日
以
降
に
順
延
） 

【
場
所
】
父
島
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】 

 

特
産
品
・
工
芸
品
の
販
売
、
夜
店
で
の
飲
食
、
郷

土
芸
能
の
披
露
、
メ
カ
ジ
キ
解
体
シ
ョ
ー
、
豪
華
景

品
の
当
た
る
抽
選
会
な
ど 

 

◎
出
店
募
集 

飲
食
、物
販
、展
示
等
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
日
】
４
月
15
～
20
日 

【
申
込
先
】
福
本
信
孝 

０
９
０
―
２
２
１
８
―
０

６
４
１ 

◎
出
演
者
募
集 

【
募
集
内
容
】
ジ
ャ
ン
ル
、
個
人
団
体
を
問
わ
ず
ダ

ン
ス
・
演
奏
・
そ
の
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

し
て
い
た
だ
け
る
方
。 

【
出
演
時
間
】
20
分
程
度 

【
申
込
締
切
】
４
月
15
日
（
月
） 

【
申
込
先
】
産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

 

出
店
の
申
込
み
希
望
や
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
事
前
に
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会

（
産
業
観
光
課
内
２
―
３
１
１
４
） 

    

【
応
募
資
格
】
次
の
①
～
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者 

①
硫
黄
島
旧
島
民
で
、
就
農
意
欲
が
あ
り
、
就
農
を

許
可
し
た
日
以
降
に
母
島
に
在
住
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。 

②
硫
黄
島
旧
島
民
以
外
の
場
合
は
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
こ
と
。  

（
１
）
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と
。 

（
２
）
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
に
母
島
に
居
住

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 

（
３
）
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農

業
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
実
績
が
あ
る
こ
と
又

は
農
作
業
従
事
者
と
し
て
３
年
以
上
の
実
績
が
あ
る

こ
と
。 

（
４
）
農
地
の
安
定
確
保
又
は
規
模
拡
大
を
望
ん
で

お
り
、
意
欲
的
に
就
農
で
き
る
こ
と
。 

【
募
集
区
画
】 

３
区
画 

【
区
画
条
件
】 

               

【
使
用
期
間
】
最
長
で
10
年
間 

【
応
募
期
間
】
４
月
１
日
（
月
）
～
30
日
（
火
） 

【
応
募
方
法
】
応
募
資
格
や
申
請
方
法
、
区
画
条
件

な
ど
の
詳
細
は
、
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

    

【
募
集
期
間
】
４
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
） 

【
対
象
事
業
】 

○
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 

①
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す
る
事
業 

 

②
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等 ○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

 

事
業
開
始
か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】 

 

所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（
第
１
回
） 

 

こどもまつり（父島） 
4 月 27日（土） 

午前10時～ 

午前 11 時20分 

おまつり広場 

(雨天の場合  

地域福祉センター)  

・村民課福祉係 2-3939 

子どもの日の集い(母島) 
4 月 27日（土） 

午前10時～午後 1時 

母島小中学校グラウンド 

(雨天の場合は体育館) 

・母島支所 3-2111 

母
島
小
中
学
校 

 

日
曜
学
校
公
開 

蝙
蝠
谷
農
業
団
地 

第
２
期
就
農
者
の
募
集 

 

小
笠
原
村
産
業
祭 

「
ぼ
に
ん
ば
ざ
ー
る
」
開
催 

 

使用料年額 面積
相当額 （㎡）

ｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｳｽ2連棟(352㎡ま
たは384㎡)2棟設置予定

16,982 1,715.40 6

ｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｳｽ2連棟(352㎡ま
たは384㎡)2棟設置予定

18,573 1,876.09 7

ｽﾄﾛﾝｸﾞﾊｳｽ2連棟(352㎡ま
たは384㎡)2棟設置予定

20,907 2,111.83 8

圃場の従物等 区画
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《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

小
笠
原
村
役
場 
総
務
課
企
画
政
策
室 

 

２
―
３
１
１
１ 

    

固
定
資
産
税
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
固
定
資
産

評
価
基
準
に
よ
り
村
長
が
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定

し
、
こ
の
価
格
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ
ま
す
。 

土
地
お
よ
び
家
屋
の
所
有
者
な
ど
は
、
こ
の
価
格

を
知
る
た
め
、
固
定
資
産
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の
閲

覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
村
内
の
ほ
か

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る
た
め
、
価

格
等
縦
覧
帳
を
縦
覧
で
き
ま
す
。 

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】 

《
期
間
》
通
年 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
価
格
等
縦
覧
帳
の
縦
覧
】 

《
期
間
》
４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
31
日(

金) 

 
 
 

（
土
日
・
休
日
を
除
く
） 

《
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

 
 
 

（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

【
閲
覧
お
よ
び
縦
覧
場
所
】 

 

《
父
島
》
財
政
課
税
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

  

◎
産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す 

次
世
代
育
成
支
援
の
観
点
か
ら
、
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
が
出
産
を
行
っ
た
際
に
は
、
出
産
前
後

の
一
定
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

【
免
除
さ
れ
る
期
間
】 

 

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月

か
ら
４
か
月
間 

 

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月
間 

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
の
出
産

を
い
い
ま
す
。 

【
申
請
方
法
】 

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
よ
り
、
年
金
事
務
所
、

村
役
場
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
に
て
申
請

が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

 

◎
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い 

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
（
失
業
）

さ
れ
る
と
、
村
役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

行
い
、
月
額
１
６
４
１
０
円
（
平
成
31
年
度
の
金
額
）

の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

特
例
免
除
制
度
は
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
は
退
職
（
失
業
）
し
た
月
（
月
末
退
職
の
場
合
は

翌
月
）
か
ら
、
退
職
（
失
業
）
し
た
年
の
翌
々
年
の

６
月
ま
で
の
期
間
に
限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 
 

通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請

者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が
所
得
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、特
例
免
除
で
は
、

審
査
の
対
象
と
な
る
申
請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し

て
審
査
を
行
い
ま
す
。 

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
公

的
機
関
の
証
明
書
の
写
し
を
、
村
役
場
村
民
課
住
民

係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    

東
京
都
内
に
ご
住
所
が
あ
る
方
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に

か
か
る
手
続
き
は
、
小
笠
原
村
役
場
ま
た
は
母
島
支

所
窓
口
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト

の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、

余
裕
を
持
っ
た
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
初
め
て
の
旅
券
申
請
の
際
に
は
①
戸
籍
謄

（
抄
）
本
、
②
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類
（
免
許
証

等
）、③
パ
ス
ポ
ー
ト
用
の
写
真
の
３
点
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

※
本
籍
地
が
小
笠
原
村
で
な
い
方
の
戸
籍
謄
（
抄
）

本
は
小
笠
原
村
役
場
、
母
島
支
所
で
は
発
行
す
る
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    
 

小
笠
原
村
で
は
、
村
条
例
に
よ
り
母
島
へ
の
イ
エ

シ
ロ
ア
リ
生
息
域
で
育
成
や
保
管
さ
れ
た
土
付
き
苗

の
持
込
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

販
な
ど
に
よ
る
購
入
も
同
様
で
す
。 

な
お
、
イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
生
息
域
は
父
島
、
関
東

以
南
～
沖
縄
な
ど
に
な
り
ま
す
が
、
近
年
、
生
息
域

が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
購
入
前
に
村
役
場
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、母
島
へ
の
あ
ら
ゆ
る
貨
物
の
輸
送
に
際
し
、

イ
エ
シ
ロ
ア
リ
の
付
着
が
無
い
こ
と
の
確
認
な
ど
も

条
例
で
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
羽
ア
リ
が
飛
ぶ
４
月

か
ら
７
月
末
の
間
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

母
島
行
き
の
荷
物
で
、
土
付
き
苗
や
羽
ア
リ
の
羽

が
付
着
し
て
い
る
物
、
シ
ロ
ア
リ
被
害
の
あ
る
木
材

な
ど
を
見
か
け
た
場
合
に
は
す
ぐ
に
村
役
場
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

条
例
の
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
ま
す
。 

 

シ
ロ
ア
リ
条
例 

 
 

検
索 

 

●
問
合
せ
先 

 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

◎
介
護
福
祉
士 

【
募
集
人
数
】
１
名 

 

【
年
齢
要
件
】
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ 

【
配
属
先
】
福
祉
事
業
所
（
太
陽
の
郷
） 

【
採
用
時
期
】
６
月
以
降 

【
申
込
締
切
】
５
月
15
日
（
水
） 

 

◎
看
護
師 

【
募
集
人
数
】
１
名 

 

【
年
齢
要
件
】
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ 

【
配
属
先
】
医
療
事
業
所 

【
採
用
時
期
】
10
月
以
降 

【
申
込
締
切
】
５
月
31
日
（
金
） 

 

 

詳
し
く
は
試
験
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。要
項
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

   

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧
お
よ
び 

 
 
 
 
 

価
格
縦
覧
帳
の
縦
覧 

 

 

 

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

   

 

パ
ス
ポ
ー
ト
を 

申
請
す
る
方
へ
の
お
願
い 

     

母
島
へ
の
土
付
き
苗
の 

持
込
制
限
に
つ
い
て 

     

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 
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【
必
要
資
格
等
】
介
護
職
員
初
任
者
研
修
（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
２
級
）
以
上
、
普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ

可
） 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分 

※
勤
務
時
間
要
相
談 

【
時
給
】
１
４
４
０
円
※
研
修
期
間
（
９
８
５
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

明
老
会 

２
―
３
９
１
１ 

   

４
月
１
日
付
《 

》
内
は
旧
所
属 

【
課
長
級
】 

総
務
課
長 

 
 

杉
本 

重
治
《
総
務
課
副
参
事
（
返
還
50
周
年

担
当
）》 

 

財
政
課
長 

 
 

牛
島 

康
博
《
産
業
観
光
課
長
》 

産
業
観
光
課
長 

 
 

大
津 

源
《
議
会
事
務
局
長
》 

議
会
事
務
局
長
（
昇
任
） 

 
 

折
田 

五
十
二
郎
《
総
務
課
企
画
政
策
室
課
長 

補
佐
》 

【
課
長
補
佐
級
】 

 

財
政
課
課
長
補
佐
（
財
政
担
当
）（
昇
任
） 

川
上 

勲
《
財
政
課
財
政
係
主
査
》 

 

財
政
課
課
長
補
佐
税
務
係
長 

 
 

松
谷 

諭
《
医
療
課
課
長
補
佐
（
課
務
担
当
）》 

 

村
民
課
課
長
補
佐
（
課
務
担
当
）（
昇
任
） 

 
 

和
田 

東
《
総
務
課
企
画
政
策
室
主
査
》 

 

医
療
課
課
長
補
佐
（
課
務
担
当
） 

 
 

町
田 

健
太
郎
《
建
設
水
道
課
課
長
補
佐
》 

 

環
境
課
課
長
補
佐
環
境
係
長 

 
 

嶋 

太
郎
《
村
民
課
課
長
補
佐
福
祉
係
長
》 

 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐（
環
境
衛
生
担
当
）（
昇
任
） 

 
 

上
部 

修
一
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐
（
庶
務
担
当
） 

 
 

鶴
田 

典
之
《
環
境
課
課
長
補
佐
環
境
係
長
》 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐
（
庶
務
担
当
）（
昇
任
） 

 
 

町
井 

和
博
《
母
島
支
所
庶
務
係
主
査
》 

 

母
島
支
所
課
長
補
佐
施
設
係
長 

 
 

原
田 

和
茂
《
母
島
支
所
課
長
補
佐
（
施
設
担 

当
）》 

 

教
育
課
課
長
補
佐
（
教
育
行
政
担
当
） 

 
 

山
下 

正
裕
《
財
政
課
課
長
補
佐
税
務
係
長
》 

【
係
長
級
】 

 

総
務
課
総
務
係
主
査 

 
 

工
藤 

弘
《
建
設
水
道
課
主
査
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査
（
昇
任
） 

 
 

椎
名 

裕
太
《
総
務
課
総
務
係
主
任
》 

 

総
務
課
総
務
係
主
査
（
東
京
都
派
遣
）（
昇
任
） 

 
 

奥
原 

茂
《
教
育
課
教
育
係
主
任
》 

 
村
民
課
福
祉
係
長 

 
 

亀
山 

祐
子
《
村
民
課
福
祉
係
主
査
》 

 

村
民
課
福
祉
係
主
査 

 
 

伊
藤 
嘉
則
《
村
民
課
住
民
係
主
査
》 

 

医
療
課
診
療
所
係
主
査
（
父
島
診
療
所
）（
昇
任
） 

 
 

片
桐 

智
美
《
医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療 

所
）》 

 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
査
（
昇
任
） 

 
 

川
口 

敬
示《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
主
任
》 

 

建
設
水
道
課
主
査
（
上
下
水
道
） 

 
 

菊
池 

ひ
ろ
み
《
総
務
課
総
務
係
主
査
》 

【
主
任
級
】 

 

総
務
課
企
画
政
策
室
主
任 

 
 

上
野 

誠
太
《
総
務
課
総
務
係
主
任
》 

村
民
課
福
祉
係
（
母
島
） 

 
 

石
川 

日
南
子
《
村
民
課
福
祉
係
（
父
島
）》 

【
主
事
級
】 

 

総
務
課
総
務
係 

 
 

西
川 

大
介
《
産
業
観
光
課
産
業
観
光
係
》 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 
 

新
島 

碧
《
公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振 

興
公
社
派
遣
》 

【
医
師
】 

 

医
療
課
診
療
所
長 

 
 

亀
﨑 

真《
医
療
課
診
療
所
係（
父
島
診
療
所
）》 

【
再
任
用
】 

母
島
支
所
長
（
更
新
） 

 
 

湯
村 

義
夫
《
母
島
支
所
長
》 

総
務
課
課
長
補
佐
Ｉ
Ｔ
推
進
係
長
（
更
新
） 

鈴
木 

敏
之
《
総
務
課
課
長
補
佐
（
Ｉ
Ｔ
推
進 

係
長
）》 

総
務
課
企
画
政
策
室
課
長
補
佐
（
更
新
） 

セ
ー
ボ
レ
ー 

孝
《
総
務
課
長
》 

母
島
支
所
主
査
（
施
設
担
当
）（
新
規
） 

 
 

大
塚 

泰
永《
母
島
支
所
課
長
補
佐
施
設
係
長
》 

【
退
職
者
】
３
月
31
日
付 

 

江
尻 

康
弘 

財
政
課
長 

 

稲
川 

雅
敏 

村
民
課
福
祉
係
（
母
島
保
育
園
保

育
士
） 

田
中 

靖
士 

医
療
課
診
療
所
長
（
父
島
診
療
所

医
師
） 

春
原 

野
百
合 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療

所
看
護
師
） 

大
塚 

泰
永 

母
島
支
所
施
設
係
課
長
補
佐 

 

林 

雅
巳 

母
島
支
所
庶
務
係
主
任 

 

佐
井
熊 

瑞
貴 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

【
再
任
用
終
了
】 

篠
田 

千
鶴
男 

建
設
水
道
課
課
長
補
佐
（
土
木 

担
当
） 

 

【
派
遣
】 

阿
部 

一
貴 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所 

 

医
師
） 

松
平 

慶 

医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所 

 

医
師
） 

【
派
遣
終
了
】
３
月
31
日
付 

鈴
木 
夏
実 

医
療
課
診
療
所
係
（
父
島
診
療
所 

 

医
師
） 

山
下 

匠 
医
療
課
診
療
所
係
（
母
島
診
療
所 

 

医
師
） 

【
採
用
】
４
月
１
日
付 

 

医
療
課
付
（
父
島
診
療
所
）
高
根 

啓
輔
（
医
師
） 

 

 

医
療
課
付
（
父
島
診
療
所
）
藤
原 

靖
子
（
看
護 

師
） 

 

建
設
水
道
課
付 

加
藤 

新
平 

 

 

母
島
支
所
付 

加
藤 

佑
太 

 

【
採
用
（
任
期
付
）】
任
期
２
０
２
０
年
３
月
31
日 

 

村
民
課
付
（
母
島
）
星
野 

マ
ツ
エ 

（
看
護
師
） 

 

【
採
用
】
４
月
２
日
付 

村
民
課
福
祉
係
主
査
（
父
島
）
藤
森 

由
美
子 

 

（
保
健
師
） 

 

【
採
用
】
６
月
１
日
付 

建
設
水
道
課
付 

鈴
木 

理
恵 

（
建
築
） 

    

出
張
期
間
：
２
月
12
日
～
３
月
５
日 

・
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
即
位
30
年
宮
中
茶
会 

・
硫
黄
島
戦
没
者
遺
骨
引
渡
式 

・
都
知
事
と
の
意
見
交
換 

・
島
嶼
町
村
長
会
議 

・
島
嶼
町
村
一
部
事
務
組
合
定
例
会 

・
島
し
ょ
振
興
公
社
会
議 

・
国
保
連
合
会
理
事
会
、
総
会 

・
二
階
怜
子
さ
ん
を
偲
ぶ
会
出
席 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
挨
拶
及
び
打
合
せ 

・
職
員
採
用
試
験
面
接 

・
議
会
関
係
打
合
せ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

 

 

明
老
会
職
員
募
集 

（
登
録
訪
問
介
護
員
） 

 

小
笠
原
村
人
事
異
動 

   

 

村
長
出
張
報
告 
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【
相
談
日
】
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
） 

に
お
願
い
し
ま
す
。 

            

●
相
談
・
予
約
・
問
合
せ
先 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

東
京
都
生
活
文
化
局 

都
民
の
声
課 

    
 

 

交
通
少
年
団
で
は
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
パ

ト
カ
ー
な
ど
に
よ
る
交
通
安
全
の
広
報
の
ほ
か
、
ハ

イ
キ
ン
グ
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 

【
資
格
】
小
笠
原
小
学
校
在
籍
の
１
年
生
～
６
年
生 

【
申
込
期
間
】
通
年 

【
申
込
場
所
】
小
笠
原
警
察
署 

※
申
込
書
は
、
警
察
署
に
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

２
―
２
１
１
０ 

    

【
募
集
対
象
】
６
月
１
日
～
平
成
32
年
５
月
31
日

ま
で
に
発
生
し
た
あ
き
家
住
宅
へ
の
入
居
者 

【
申
込
資
格
】
申
込
日
現
在
、
次
の
項
目
の
全
て
に

当
て
は
ま
る
方
。 

１ 

申
込
者
本
人
が
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
。 

ア 
旧
島
民
（
昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に

住
所
を
有
し
、
か
つ
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小

笠
原
諸
島
以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

方
。
以
下
同
じ
。）
で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望

す
る
方
。 

イ 

旧
島
民
の
父
母
、
配
偶
者
（
届
出
を
出
し
て
い

な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
並
び
に
子
及
び
孫
並
び

に
こ
れ
ら
の
配
偶
者
で
、
小
笠
原
に
永
住
を
希
望
す

る
方
。 

ウ 

小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
方
。 

２ 

独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
方
。 

３ 

同
居
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
者
が
い
る
方
。 

４ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
。
ま
た
は
住
宅
に
困

窮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
。 

５ 

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
」
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方
。

（
同
居
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す
る
者
を
含
む
。） 

【
募
集
案
内
の
配
布
期
間
】
４
月
１
日
（
月
）
～
19

日
（
金
） 

【
募
集
案
内
配
布
場
所
】 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

※
小
笠
原
支
庁
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
４
月
８
日
（
月
）
～
19
日
（
金
） 

※
郵
送
の
場
合
は
４
月
17
日
（
水
）
消
印
有
効
。 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
９ 

   

【
日
時
】
４
月
24
日
（
水
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

     
小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が

発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
根
絶
を
確

認
し
た
昭
和
60
年
以
降
、
30
年
余
り
再
侵
入
は
確

認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
々
あ
り

ま
す
。 

現
在
で
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発
生
地
域
（
東
南

ア
ジ
ア
等
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来
に
よ
り
再
侵
入
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
及

び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
再
侵
入
警
戒
調
査

が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

島
民
の
皆
様
に
は
、
植
物
防
疫
制
度
に
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
・
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か

ら
入
港
し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物

を
譲
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税

法
で
も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
小
笠
原
諸
島
で

無
断
で
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。 そ

の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す 

農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
害
虫
が
未
発
生

地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
等
の
植
物
は
、
植
物
防
疫

法
に
よ
り
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・
苗
木
等
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原
諸

島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又
は

植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
土
壌

サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前
に
小

笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、
空
心
菜
、
ぐ

ん
ば
い
ひ
る
が
お
等
の
生
茎
葉
お
よ
び
地
下
部 

〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉 

 

東
京
都
島
し
ょ
無
料
法
律
相
談 

  

小
笠
原
交
通
少
年
団
員
の
募
集 

 

 

東
京
都
小
笠
原
住
宅
の
あ
き
家 

入
居
者
募
集 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

植
物
防
疫
制
度
へ
の
ご
協
力
依
頼 

 

月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 3 5 7

8 10 12 　　 8 10 10 12 14

15 17 19 13 15 17 17 19 21

22 24 26 20 22 24 24 26 28

27 29 31

月 水 金 月 水 金 月 水 金

1 3 5 2 2 4 6

8 10 12 5 7 9 9 11 13

17 19 14 16 18 20

22 24 26 19 21 23 25 27

29 31 26 28 30 30

平成31年

４月 ５月 ６月

７月 ８月 ９月
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《
宅
配
便
・
貨
物
等
》
小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務

課
（
平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
） 

《
手
荷
物
・
携
帯
品
》
二
見
港
船
客
待
合
所
（
お
が

さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
） 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助
員

が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 
２
―
２
１
０
２ 

       

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手

数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

４
月
12
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

大
会
議
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
９
日
（
火
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

昨
年
度
ま
で
月
１
回
開
催
し
て
い
た
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
教
室
で
す
が
、
今
年
度
は
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
な
ど

年
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
村
民

だ
よ
り
等
へ
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

   

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
４
か
月
～
12
か
月
の
お
子
様

と
保
護
者 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
22
日
（
月
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分 《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

調
理
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分 《
場
所
》
母
島
支
所 

大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、
母
子
手
帳 

 
●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

                     

   

「
親
子de

あ
そ
ぼ
う
＆
い
ろ
い
ろ
お
話
会
」 

 

日
々
の
子
育
て
の
悩
み
や
疑
問
も
お
受
け
し
ま
す
。 

事
前
に
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
そ
の
保
護
者 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
17
日
（
水
） 

・
０
歳 

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分 

・
１
歳
以
上 

午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
18
日
（
木
） 

・
０
～
３
歳 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

【
講
師
】 

竹
田 

真
木 

氏: 

臨
床
発
達
心
理
士 

【
備
考
】
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

    

臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
様
と
保
護
者 

 
【
父
島
】 

《
日
程
》
４
月
16
日
（
火
）
午
後
・
４
月
17
日
（
水
）

午
後 

【
母
島
】 

《
日
程
》
４
月
18
日
（
木
）
午
後
・
４
月
19
日
（
金
）

午
前 

※
申
込
み
時
に
日
時
を
調
整
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
４
月
11
日
（
木
）
午
後
５
時 

【
臨
床
発
達
心
理
士
】
竹
田 

真
木
氏 

  

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

   

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
程
】
火
・
木
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
） 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
・
上
履
き
（
父
島
の
み
） 

◎
父
島 

【
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
予

定
） 

【
内
容
】筋
力
の
維
持
増
進
、関
節
可
動
域
の
維
持
、

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い
方
や

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
方
向
け
の
内
容
で
す
。 

【
申
込
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口 

◎
母
島 

【
時
間
】
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
内
容
】 

《
火
曜
日
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
心
に
ス
ト
レ
ッ
チ
等

楽
し
い
体
操
を
し
ま
す
。 

《
木
曜
日
》
椅
子
に
座
っ
て
楽
し
く
で
き
る
体
操
を

中
心
に
、
転
倒
を
予
防
し
、
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整

え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

【
申
込
】
母
島
支
所
窓
口
ま
た
は
母
島
明
老
会 

 

●
問
合
せ
先 

父
島
明
老
会
２
―
３
９
１
１ 

母
島
明
老
会
３
―
７
３
７
３ 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

  

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

開
催
回
数
の
変
更 

  

育
児
学
級 

（
離
乳
食
の
会
） 

  

事前 

予約申込 

必要 

 

定
期
予
防
接
種 

  

日本脳炎、麻しん・風しん（保育園年長）・二種混合（小学校６

年生相当）の対象者へは、日程の詳細と問診票を後日個別通知

します。 

●問合せ先  村民課福祉係 ２―３９３９ 

       母島支所   ３―２１１１ 

 

事前 

予約申込 

必要 

 

子
育
て
相
談 

事前 

予約申込 

必要 

 

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
９ 

 

4 5 6 7 8 9 1 2 3

月 月 月 月 月 月 月 月 月

4 9 6 4 1 5 3 7 5 9 6 5

(木) (木) (木) (木) (木) (木) (木) (木) (木) (木) (木) (木)

母島 午後３時３０分～４時 母島診療所

受付時間 接種場所

父島 午後２時３０分～４時 小笠原村診療所

・Hib・肺炎球菌・B型肝炎・四種混合・ＢＣＧ・麻しん風し
ん混合・水痘・日本脳炎

種類

日

月
１０
月

１１
月

１２
月



  NO．698   平成 31（2019）年 4 月 1 日（月）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-11- 

      

◎
夜
間
休
日
等
、
診
療
時
間
外
に
お
け
る
診
療 

夜
間
休
日
等
、診
療
時
間
外
の
急
な
病
気
や
怪
我
、

歯
痛
な
ど
は
１
１
９
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。 

歯
科
に
関
す
る
症
状
で
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は
医
科

の
当
番
医
師
が
診
察
し
ま
す
。 

な
お
、
診
療
所
職
員
へ
直
接
の
ご
連
絡
は
お
や
め

く
だ
さ
い
。 

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

◎
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
時
》 

４
月
19
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

 

４
月
22
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
時
》
４
月
17
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

事
前
に
電
話
ま
た
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

  

母
島
診
療
所
の
休
診 

【
歯
科
】 

《
休
診
日
》
４
月
25
日
（
木
）
～
５
月
10
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

         

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
時
刻
の
変
更 

【
適
用
年
月
日
】
４
月
１
日
父
島
出
港
便
か
ら 

【
変
更
前
】
午
後
３
時
30
分 

【
変
更
後
】
午
後
３
時 

こ
れ
に
伴
い
、
手
小
荷
物
（
合
札
）
の
受
付
時
間

も
変
更
に
な
り
ま
す
。 

【
変
更
前
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分 

【
変
更
後
】
午
後
１
時
～
午
後
２
時 

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
父
島
折
り
返
し
便
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

◎
小
笠
原
海
運
50
周
年
記
念 

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
監
督 

岡
田
武
史
氏
講
演
会 

【
日
時
】
４
月
17
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
小
笠
原
村
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル 

ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
。 

講
演
内
容
は
、
現
在
調
整
中
で
す
。
当
日
を
お
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

（
記
念
講
演
）
小
笠
原
海
運(

株) 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

（
出
港
時
間
変
更
）
父
島
営
業
所 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

４
月
の
運
賃
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降

ま
た
は
、
掲
載
に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２

１
１
１
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

 

予
約
し
た
乗
船
券
は
、
出
港
前
日
ま
で
に
現
金
ま

た
は
カ
ー
ド
で
、
窓
口
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

乗
船
券
は
、
日
に
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
予
約
・

購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

  

◎
日
商
簿
記
試
験 

【
試
験
日
】
６
月
９
日
（
日
） 

【
申
込
期
間
】
４
月
８
日
（
月
）
～
５
月
13
日
（
月
） 

【
受
験
料
】 

 

（
３
級
）
２
８
０
０
円 

 

（
２
級
）
４
６
３
０
円 

【
試
験
会
場
】 

《
父
島
》 

商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

《
母
島
》 

村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

 

な
お
、
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン

セ
ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。 

ご
了
承
願
い
ま
す
。 

 

◎
大
村
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 

【
日
時
】
４
月
21
日
（
日
）
午
前
９
時
～ 

 
 

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。
村
民

の
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ

り
ま
す
が
、
軍
手
・
お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

    

◎
ス
タ
ー
ト 

５
月
１
日(

水)

正
午
予
定 

※
ス
タ
ー
ト
位
置
は
二
見
湾
内
係
留
ブ
イ
付
近 

【
コ
ー
ス
】
父
島
二
見
湾
～
三
浦
半
島
小
網
代
沖 

【
主
催
者
】(

公
財)

日
本
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
加
盟
団

体 

外
洋
三
崎 

【
参
加
予
定
艇
数
】
10
艇(

３
月
20
日
現
在) 

※
レ
ー
ス
中
は
、
レ
ー
ス
艇
の
位
置
な
ど
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

小
笠
原
村
診
療
所
・ 

母
島
診
療
所
か
ら
の
お
願
い 

 

専
門
診
療 

     

 

商
工
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
開
催 

 
単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 15,638 等級 大人 小人

48,600 41,580 24,300 (+0) 4,290 2,150

(+0) (+0) (+0) 14,558 (+410) (+210)

35,100 28,080 17,550 (+0) 5,150 2,580

(+0) (+0) (+0) 13,392 (+490) (+250)

26,450 21,160 13,230 (+0) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+0) (+0) (+0) 1,567

23,210 18,570 11,610 (+0)

(+0) (+0) (+0) 1,166 8,817

等級 村民 村民小人 身障者 (+0) (+523)

39,830 19,920 24,300 8,266

(+0) (+0) (+0) (+490)

26,330 13,170 17,550 7,715

(+0) (+0) (+0) (+457)

19,840 9,920 13,230 883

(+0) (+0) (+0) (+52)

17,410 8,710 11,610 665

(+0) (+0) (+0) (+39)

4月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

3等品

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室
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◎
体
験
セ
ー
リ
ン
グ
参
加
者
募
集 

【
父
島
】 

４
月
26
日(

金)

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分 

４
月
27
日(

土) 

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分 

【
母
島
】 

４
月
27
日(

土)
午
前
９
時
～
午
後
２
時 

【
乗
船
時
間
】
２
時
間
程
度 

※
日
時
は
す
べ
て
予
定 

【
対
象
】
小
笠
原
在
住
の
方(
小
学
生
以
上
、
小
学
生

は
１
名
に
付
１
名
の
保
護
者
同
伴
） 

【
参
加
費
】
千
円
（
傷
害
保
険
料
等
諸
費
用
分
） 

募
集
人
数
、
集
合
場
所
等
は
公
式
サ
イ
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

 

◎
海
の
環
境
問
題
セ
ミ
ナ
ー 

【
日
時
】
４
月
27
日(

土)

午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
父
島
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

【
申
込
方
法
】
小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
２
０
１
９
公

式
サ
イ
ト
」
イ
ベ
ン
ト
欄
に
お
い
て
、
詳
細
を
確
認

の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は

先
着
順
と
な
り
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
４
月
18
日(

木) 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス2019

実
行
委
員
会 

公
式
サ
イ
ト 

０
７
０
―
２
８
２
２
―
２
６
５
４ 

FAX 

０
５
０
―
３
７
３
７
―
２
９
１
９ 

   

第
62
回
「
月
の
か
ぐ
や
」 

【
日
時
】
４
月
10
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
集
合
場
所
】
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
４
月
９
日
（
火
） 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

  

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

２
―
７
３
３
３ 

     

【
日
程
】 

《
４
月
》
９
日
（
火
）、
16
日
（
火
） 

《
５
月
》
７
日
（
火
）、
14
日
（
火
）、
21
日
（
火
）、

28
日
（
火
） 

《
６
月
》
４
日
（
火
） 

【
時
間
】
午
後
８
時
～
８
時
45
分 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
講
師
】
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
（
首
都
大
学
東
京
教

授
） 

【
内
容
】
英
字
新
聞
を
45
分
間
一
緒
に
解
読
し
て
、

そ
の
英
単
語
、
表
現
、
慣
用
句
、
文
法
事
項
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
、
書
か
れ
て
あ
る
小
笠
原
の
歴
史
や

新
聞
報
道
の
信
憑
性
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。
毎

回
違
っ
た
題
材
を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
都
合
の
良

い
日
だ
け
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

【
対
象
者
】 

 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
英
語
が
話
せ
な
い

方
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ン
グ
（dlong@tmu.ac.jp

） 

教
育
委
員
会 

２
―
３
１
１
７ 

     

【
４
月
の
開
館
】
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
の
入
港

日
～
出
港
日 

４
月
28
日
～
５
月
14
日
毎
日
開
館
。 

【
開
館
時
間
】
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間
～
午

後
９
時
） 

※
詳
細
は
、掲
示
板
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

■
本
館 

「
ク
ジ
ラ
展
～
骨
か
ら
わ
か
る
ク
ジ
ラ
の
こ
と
」 

開
催
中 

■
新
館 

 

「
遊
歩
道
の
固
有
植
物
～
父
島
編
（
仮
）」
４
月
28
日

よ
り
開
催
予
定 

【
ク
ジ
ラ
の
骨
格
勉
強
会
】 

《
講
師
》
岡
本
亮
介
（
Ｏ
Ｗ
Ａ
） 

《
内
容
》
母
島
で
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
コ
ビ
レ

ゴ
ン
ド
ウ
の
骨
格
を
使
い
、
実
際
に
組
立
て
な
が
ら 

ク
ジ
ラ
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
す
。
電
話
で
事
前
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
４
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
３
時
～
５
時 

各
20
名
程
度 

【
場
所
】
新
館
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム 

【
対
象
】
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方 

【
申
込
期
間
】
４
月
10
日
～
19
日 

先
着
順 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
０
０
１ 

   

【
日
時
】
４
月
20
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

ご
ろ 

【
集
合
場
所
】
小
港
駐
車
場
（
小
笠
原
総
合
事
務
所

駐
車
場
か
ら
の
送
迎
も
行
い
ま
す
。) 

【
実
施
内
容
】
千
尋
岩
指
定
ル
ー
ト
周
辺
な
ど
（
外

来
の
草
の
抜
取
り
、
除
去
し
た
草
の
運
搬
・
搬
出
、

指
定
ル
ー
ト
の
解
説
・
散
策
な
ど
。） 

【
募
集
人
員
】
先
着
20
名
程
度 

【
応
募
資
格
】
小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方
（
山

域
で
の
屋
外
作
業
で
す
の
で
、
あ
る
程
度
の
体
力
が

必
要
で
す
。） 

【
募
集
期
間
】
４
月
２
日
（
火
）
～
18
日
（
木
）
※

平
日
の
み 

【
そ
の
他
】
当
日
、
帽
子
、
軍
手
、
タ
オ
ル
、
お
弁

当
、
飲
料
等
は
、
各
自
ご
持
参
願
い
ま
す
。 

 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
３
４
０
３ 

    

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、
別

途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方 

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

首
都
大
学
東
京
連
続
特
別
講
座 

「
小
笠
原
の
歴
史
を
英
字
新
聞
で
読
む
」 

 

 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
開
催 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 
千
尋
岩
ル
ー
ト
外
来
種
除
去 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集 

 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 
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森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

※
①
、
②
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
父
島
会
場 

【
日
時
】
４
月
19
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分
～
４

時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

●
母
島
会
場 

【
日
時
】
４
月
24
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

●
必
要
な
物 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許

証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

２
―
２
１
０
３ 

  

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
次
の
こ
と

が
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

〇
現
在
居
住
し
て
い
る
地
域
の
役
場
に
飼
い
犬
を
登

録
し
、
鑑
札
を
装
着
す
る
こ
と 

〇
飼
い
犬
に
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
、
注
射
済
票
を
装
着
す
る
こ
と 

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
定
期
集
合
接
種
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程 

【
父
島
】 

《
日
時
》
４
月
８
日(

月)

午
前
８
時
～
正
午 

《
場
所
》
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内 

動
物
対

処
室 

【
母
島
】 

《
日
時
》
４
月
９
日(

火)

午
前
10
時
～
正
午 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
備
日
】
26
日
（
父
島
）
27
日
（
母
島
） 

【
費
用
】
釣
り
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

予
防
注
射
の
み 

 
 
 

３
６
５
０
円 

 
 

予
防
注
射
と
新
規
登
録 

６
６
５
０
円 

●
問
合
せ
先 

 
 

環
境
課
環
境
係 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

    

◎
オ
ガ
グ
ワ
の
森
づ
く
り
体
験
会
参
加
者
募
集 

村
民
だ
よ
り
３
月
号
で
募
集
し
、
雨
天
の
た
め
中

止
し
た
「
オ
ガ
グ
ワ
の
森
づ
く
り
体
験
会
」
を
開
催

し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
27
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時
30
分 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
村
役
場
駐
車
場 

【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷
の
村
有
地
（
林
内
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

作
業
に
必
要
な
道
具
等
は
貸
与
し
ま
す
。 

 

◎
南
島
外
来
植
物
駆
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

南
島
の
自
然
環
境
や
取
組
の
状
況
に
つ
い
て
、
実

際
の
作
業
を
通
じ
て
村
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
深
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
次
の
と
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。 

【
日
時
】
４
月
14
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
青
灯
台 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

先
着
順 

【
作
業
内
容
】
南
島
に
お
け
る
除
草
作
業
（
２
時
間

程
度
）
と
生
き
物
観
察 

※
作
業
用
の
手
袋
は
貸
与
し
ま
す
。
靴
を
必
ず
ご
用

意
く
だ
さ
い
。 

●
申
込
・
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 

２
―
３
１
１
１ 

       

【
Ｇ
Ｗ
特
別
企
画
】
４
月
28
日
（
日
）
～
５
月
５
日

（
日
） 

【
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
お
よ
び
観
光
船
入
港
中 

※
着
発
期
間
中
は
土
曜
日
休
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

※
詳
細
は
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２
―
７
１
７
４ 

    

母
島
の
子
ど
も
達
が
作
成
し
た
樹
名
板
も
設
置
し
、

観
光
協
会
に
は
「
新
夕
日
紹
介
マ
ッ
プ
」
を
置
い
て

い
ま
す
。
今
後
、
外
来
種
除
去
装
置
や
解
説
板
の
設

置
、
眺
望
の
改
善
な
ど
を
行
い
、
観
光
の
方
に
も
利

用
、
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

ご
利
用
の
際
に
は
安
全
面
や
外
来
種
の
持
ち
込
み

等
に
十
分
配
慮
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 
●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

母
島
事
務
室 

３
ー
２
５
７
７ 

 

     

    

モ
ッ
チ
ー
ニ
も
帰
っ
て
き
ま
し
た
～

こ
こ
ま
で
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊

状
況
～ 

今
シ
ー
ズ
ン
も
、
小
笠
原
で
最
も
有
名
な
ザ
ト
ウ

ク
ジ
ラ
の
来
遊
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
、
モ
ッ

チ
ー
ニ
で
す
。
彼
女
は
１
９
９
２
年
生
ま
れ
の
ク
ジ

ラ
で
、
尾
ビ
レ
の
右
側
上
部
に
半
月
状
の
欠
け
が
あ

る
の
が
特
徴
で
す
（
写
真
）。
２
０
０
０
年
以
降
、
約

２
年
毎
に
出
産
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

一
昨
シ
ー
ズ
ン
に
は
子
連
れ
で
い
る
の
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
出
産
の
年
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
年
３
月
初
め

に
父
島
周
辺
で
確
認
さ
れ
た
際
に
は
、
子
ク
ジ
ラ
を

連
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
頃
は
子
ク
ジ

ラ
と
一
緒
に
泳
い
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

             

さ
て
、
そ
れ
で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況

の
経
過
報
告
に
な
り
ま
す
。
毎
朝
の
定
点
観
測
の
結

果
で
は
、
２
月
前
半
に
発
見
数
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

２
月
後
半
に
は
減
少
し
つ
つ
も
、
３
月
前
半
は
横
ば

い
に
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
（
図
）。
昨
シ
ー
ズ
ン
は

 

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録 

 

 

森
作
り
体
験
・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど 

事前 

予約申込 

必要 

 

 

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

母
島
新
夕
日
ヶ
丘
散
策
路
の 

改
修
・
整
備
を
し
ま
し
た 

 

写真．モッチーニの尾びれ 

（2017年3月に撮影） 
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３
月
に
入
り
急
に
数
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
今
シ
ー

ズ
ン
は
３
月
前
半
終
了
時
点
で
も
多
く
の
ク
ジ
ラ
が

見
ら
れ
て
い
ま
す
。 

   

           

こ
の
春
か
ら
新
し
く
小
笠
原
に
移
住
さ
れ
た
皆
様
、

只
今
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
は
佳
境

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
今
の
う
ち
に
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
４
月
中
は
、
入
港
日
の
夕
方
４
時
か
ら
ウ
ェ
ザ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
、「
ク
ジ
ラ
の
陸
上
観
察
会
」

も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ 

第
四
十
八
貝
「
ヤ
マ
ピ
ー
の
ヒ
ゲ
ダ
ン

ス
」 

チ
ョ
ビ
ヒ
ゲ
を
つ
け
、
両
手
の
先
を
ぴ
ょ
ん
と
突

き
出
し
て
、
コ
ミ
カ
ル
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
右
に
左

に
。
志
村
け
ん
さ
ん
ら
が
編
み
出
し
た
有
名
な
コ
ン

ト
の
ヒ
ゲ
ダ
ン
ス
。
彼
ら
に
習
っ
た
か
の
よ
う
に
、

立
派
な
チ
ョ
ビ
ヒ
ゲ
を
生
や
し
た
マ
イ
マ
イ
も
、
突

き
出
た
ヒ
ゲ
を
右
に
左
に
ふ
っ
て
ダ
ン
ス
し
ま
す
。 

ヤ
マ
ヒ
タ
チ
オ
ビ
（
名
前
が
長
い
の
で
以
後
、
ヤ

マ
ピ
ー
）
と
い
う
マ
イ
マ
イ
を
食
べ
る
マ
イ
マ
イ
が

い
ま
す
。
ふ
つ
う
の
マ
イ
マ
イ
に
は
大
触
角
と
小
触

角
、二
対
の
ツ
ノ
が
あ
り
ま
す
が
、ヤ
マ
ピ
ー
に
は
、

も
う
一
対
、
ヒ
ゲ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ヒ
ゲ
、
他
の

マ
イ
マ
イ
の
足
あ
と
を
感
知
す
る
優
秀
な
セ
ン
サ
ー

で
、
ヒ
ゲ
を
左
右
に
振
っ
て
ご
ち
そ
う
の
行
き
先
を

調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

ヤ
マ
ピ
ー
は
ア
メ
リ
カ
原
産
で
す
が
、
ア
フ
リ
カ

マ
イ
マ
イ
の
駆
除
の
た
め
に
、
父
島
ほ
か
様
々
な
島

に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

ハ
ブ
と
マ
ン
グ
ー
ス
状
態
。
巨
大
な
ア
フ
リ
カ
マ
イ

マ
イ
を
食
べ
つ
く
す
よ
り
先
に
各
地
の
固
有
カ
タ
ツ

ム
リ
を
た
い
ら
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
小
笠
原
で

は
の
ち
に
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ

の
ほ
う
が
猛
威
を
ふ
る
う
の
で
す
が
、
先
月
号
で
紹

介
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
マ
イ
マ
イ
「
ジ
ョ
ー
ジ
」
ら
の
絶

滅
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
ヤ
マ
ピ
ー
で
し
た

し
、
タ
ヒ
チ
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
マ
イ
マ
イ
が
絶
滅
し
た

悲
劇
に
一
役
買
っ
た
の
も
ヤ
マ
ピ
ー
で
し
た
。 

し
か
し
こ
の
ダ
ン
ス
、実
は
ヤ
マ
ピ
ー
以
外
に
も
、

マ
イ
マ
イ
の
天
敵
た
ち
に
流
行
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

父
島
の
リ
ク
ウ
ズ
ム
シ
た
ち
も
、
沖
縄
の
マ
ド
ボ
タ

ル
た
ち
も
、
右
に
左
に
頭
を
フ
リ
フ
リ
し
な
が
ら
マ

イ
マ
イ
を
追
い
か
け
る
の
で
す
（
佐
藤
・
東, 2018

）。 

皆
が
ヒ
ゲ
ダ
ン
ス
し
な
が
ら
じ
ぶ
ん
を
食
べ
に
来
る

と
思
う
と
、、、
ぞ
ぞ
ぞ
！ 

 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
森 

英
章
【
イ

ラ
ス
ト
】
橋
本
愛
【
引
用
】
佐
藤
臨
・
東
信
行
．2018. 

貝
食
性
ホ
タ
ル
の
陸
貝
追
跡
行
動
．
第
六
十
五
回
日

本
生
態
学
会
． 

              

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の215 

―
シ
ー
ズ
ン
の
終
わ
り
と
始
ま
り
― 

春
と
い
え
ば
出
会
い
と
別
れ
。
こ
の
便
り
を
書
い
て

い
る
３
月
中
旬
現
在
、
島
の
あ
ち
こ
ち
で
た
く
さ
ん

の
旅
立
ち
が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

去
る
３
月
９
日
、
今
年
も
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に

て
「
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
例
年
通
り
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
が
総

合
学
習
で
カ
メ
に
つ
い
て
学
ん
だ
事
を
テ
ー
マ
に
、

一
人
ひ
と
り
調
べ
た
こ
と
を
、
ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ

な
が
ら
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
か
ら
は

２
０
１
８
年
度
の
産
卵
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
と
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
る
東
京
海
洋
大
学
う
み
が
め
研
究
会
か
ら

も
小
笠
原
の
カ
メ
の
消
化
内
容
物
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
村
民
を
中
心
に
多
く
の
方
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

そ
ん
な
一
年
を
締
め
く
く
る
報
告
会
を
行
う
数
日

前
、
２
０
１
９
年
度
最
初
の
ウ
ミ
ガ
メ
漁
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
２
月
の
下
旬
ご
ろ
よ
り
交
尾
ガ
メ
が
確

認
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ウ
ミ
ガ
メ
漁
が
始
ま
る

と
、「
今
年
も
ウ
ミ
ガ
メ
シ
ー
ズ
ン
が
は
じ
ま
っ
た
な

ぁ
」
と
、
昨
年
の
忙
し
い
日
々
が
思
い
出
さ
れ
、
今

年
は
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
と
期
待
が
入
り
混
じ
っ

た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
先
日
（
３
月
中
旬
）、
製
氷
海
岸
か
ら
昨

年
生
ま
れ
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
標
識
放
流
を
行
い
ま

し
た
。
ふ
化
し
て
か
ら
約
８
カ
月
、
毎
日
世
話
を
し

て
い
た
ウ
ミ
ガ
メ
達
が
、
海
に
向
か
っ
て
砂
浜
を
歩

き
、
海
の
中
に
入
っ
て
か
ら
は
力
強
く
羽
ば
た
く
よ

う
に
泳
い
で
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
と
、
生
ま
れ
た
て

の
稚
ガ
メ
か
ら
産
卵
す
る
母
ガ
メ
ま
で
、
様
々
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
様
子
を
見
る
機
会
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ど
の
場
面
を
と
っ
て
も
彼
ら
は
本
当
に

逞
し
く
生
き
て
い
ま
す
。 

ウ
ミ
ガ
メ
の
生
存
率
は
０
．
３
％
ほ
ど
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
放
流
し
た
カ
メ
た
ち
の
よ

う
に
、
あ
る
程
度
大
き
く
成
長
し
て
か
ら
放
流
す
る

と
、
生
存
率
は
10
倍
ほ
ど
上
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。（
そ
れ
で
も
成
体
に
な
れ
る
の
は
１
０
０
頭
に
３

頭
ほ
ど
な
の
で
す
が
。）今
回
放
流
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
達

の
中
か
ら
30
年
、
40
年
後
に
小
笠
原
に
帰
っ
て
く

る
個
体
が
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

―
新
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
― 

３
月
上
旬
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
新
し
い
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
東
京
生
ま
れ
、
東
京

育
ち
、
海
外
の
大
学
院
で
ウ
ミ
ガ
メ
の
混
獲
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
た
長
身
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
で
す
。

先
月
号
に
て
紹
介
し
た
新
職
員
共
々
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

―
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

図．ウェザーステーションからの目視観測の結果 
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― 村民課福祉係 ― 

― 第２３０号 ― 

 

環境の変化などのストレスに適応するには、まじ

めになり過ぎず、何ごとにも「適当」に、そして「よ

い加減」に取り組むこと。そして「遊び」も大切な

要素です。もちろん、遊び過ぎもいけませんが……。 

健康の基本に加えて、自分なりのストレス解消法

を見つけ、無理をせず、十分な休息を取ることがと

ても大切です。自分のストレスサインに気付いた

ら、早めのストレス解消を心がけ、セルフケアをし

ましょう。 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 
 2－3939 

 

クジラ：最近、友達のイルカ君が元気がなくて、心配なんだよね。疲れているのかなぁ。 

保健師：それは、心配ですね。こころの不調はなかなか自分では気づかないことも多く、

家族や友人など周りの人が気づいて、声掛けをすることも大切なんですよ。 

クジラ：そっか。今度、「いつでも話をきくよ」と声をかけてみようかな。 

保健師：本人に無理強いすることなく、声をかけるのはとても良いことですね。 

また、ストレスサインが長引く場合は、いつでも診療所や保健師にご相談くださいね。  

 

ストレスって何？ 

新年度となり、進級、就職、異動など環境が大きく変わる時期。環境の変化は大きなストレスを私たちに与えます。

ストレスは、上手に付き合えば自分自身を成長させてくれますが、時にはこころの健康を害する原因ともなります。 

今月は、新生活で気をつけて欲しいこころの健康について特集します。 

早めのセルフケアを！ 

ストレスとは、外部から刺激を受けたときに生

じる緊張状態のことです。外部からの刺激には、

環境・身体・心理・社会的要因があり、進学や就

職、結婚、出産といった喜ばしい出来事も変化＝

刺激ですから、実はストレスの原因になります。 

同じ環境下でもストレスを感じる人と感じない

人がいます。特にこのような人は、ストレスを感

じやすいと言われています。 

   
真面目な 

頑張り屋 
マイナス指向 神経質 

 

ストレスを受けやすい人って？ 

代表的なストレスサインは？ 

これらのサインがある人は、ストレスの原因がないかを 

チェックし、早めに環境の調整やライフスタイルの改善を

行うことが大切です。また、これら以外にも“何か変だな”

と感じたら、体・心の声に耳を傾けることも大切です。 

＜行動の変化＞   

   
会社・学校へ 

行けない 

酒・タバコが

増える 

けんかをする 

黙り込む 

＜体のサイン＞  ＜心のサイン＞ 

頭が重い 

めまい 

肩こり 
 

食欲不振 

疲れやすい 

等 
 

☆検査しても異常がない 軽いうつ状態 等 

 

質の良い 

睡眠 

  

適度な

運動 

バランスの

良い食事 

  

自分の

時間を

大切に 

 

 

 

 

 

自
分
な
り
の 

ス
ト
レ
ス
解
消
法 

H31 年度より、自殺対策
計画の策定が全ての地方自
治体に義務付けられました。 
村でも、「小笠原村いのち

支える自殺対策行動計画」を
策定しました。 

 




